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第
1
6
回

ス
テ
ー
ジ
に
並
ん
だ
各
パ
ネ
ラ
ー

中村元議i長が基調講演

じえ討議ま医師を聴講250人

　
第
十
六
回
日
本

仏
教
文
化
会
議
は
、

十
月
二
十
一
日
午

前
十
時
か
ら
、
東

京
・
神
田
の
学
士

会
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。
こ
の

日
は
あ
い
に
く
雨

天
だ
っ
た
が
、
わ

ざ
わ
ざ
九
州
や
青

森
か
ら
も
聴
講
者

が
つ
め
か
け
、
二

百
五
＋
人
入
れ
る

会
場
は
ほ
ぼ
満
員

の
盛
況
1
。
パ

ネ
ラ
ー
の
熱
気
こ

も
る
討
議
を
、
真

摯
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　
全
仏
と
財
団
法

人
国
際
仏
教
交
流

セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
日
本
仏
教
文

化
会
議
は
、
昨
年

か
ら
一
般
公
開
の
形
を
と
り
、
「
仏
教
の
死
生
観

－
幸
福
な
死
に
方
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
第

十
五
回
会
議
は
、
各
方
面
か
ら
大
好
評
を
博
し

た
。
本
年
は
、
釈
尊
が
説
か
れ
た
「
四
苦
」
の

中
の
〈
老
〉
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
老
い
る
こ

と
は
苦
し
み
か
η
”
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
特
に

京
都
か
ら
老
人
医
療
の
専
門
家
も
招
き
、
高
齢

化
が
進
む
現
代
社
会
に
、
仏
教
は
ど
う
対
処
す

べ
き
か
、
討
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
（
開
会
式
〉

　
川
島
文
化
部
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
開
会
式

は
、
午
前
十
時
、
出
席
者
全
員
が
起
立
し
て
本

多
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰
依
文
を
唱
和
、
つ

づ
い
て
本
多
理
事
長
と
岡
野
正
貫
・
国
際
仏
教

交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
挨
拶
か
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
合
司
会
を
つ
と

め
る
武
藤
義
一
・
日
本
仏
教
文
化
会
議
運
営
委

員
長
（
埼
玉
工
大
学
長
）
か
ら
、
次
の
よ
う
に

開
催
主
旨
が
説
明
さ
れ
た
。

　
「
老
は
四
苦
八
苦
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
四
門

出
遊
の
説
話
に
も
老
人
か
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
仏
教
の
原
点
の
ひ
と
つ
だ
が
、
釈
尊

が
な
ぜ
老
を
苦
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
か
は
、
不

思
議
な
気
も
す
る
。
東
洋
に
は
老
人
を
敬
い
長

寿
を
喜
ぶ
風
習
が
昔
か
ら
あ
り
、
私
自
身
も
若

い
頃
、
早
く
歳
を
と
っ
て
自
分
の
し
た
い
こ
と

を
色
々
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
日
本
は
急
激
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ

る
。
人
間
は
他
の
生
物
と
異
っ
て
、
年
を
と
る

と
そ
の
特
殊
性
か
き
わ
だ
っ
て
き
て
、
単
に
生

物
学
的
に
老
い
て
い
く
と
い
う
見
方
が
役
に
立

た
な
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
仏
教
は
老
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
」

　
　
〈
基
調
講
演
V

　
十
時
十
五
分
か
ら
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て

中
村
元
・
日
本
仏
教
文
化
会
議
々
長
が
、
基
調
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講
演
を
行
っ
た
。

　
「
老
い
る
の
は
嫌
な
も
の
だ
と
い
う
反
省
は
、

釈
尊
自
身
が
も
っ
て
い
た
。
人
間
が
老
い
ね
ば

な
ら
ぬ
と
い
う
運
命
を
、
仏
典
に
お
い
て
は
さ

か
ん
に
強
調
す
る
。
原
始
仏
典
で
は
く
老
い
は

特
に
身
体
の
上
に
お
い
て
感
ぜ
ら
れ
る
。
し
か

し
明
ら
か
な
知
恵
に
よ
っ
て
老
い
に
打
ち
克
つ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
時
を
浪
費
し
な
い
で
、
特
に
若
い

間
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
〉
と
説
く
。

　
も
と
も
と
イ
ン
ド
で
は
、
老
い
る
と
隠
者
と

し
て
森
の
中
で
生
活
す
る
の
が
理
想
と
さ
れ
て

き
た
。
敬
老
思
想
は
特
に
ア
ジ
ア
で
は
顕
著
だ

が
、
一
方
、
原
始
仏
典
に
は
す
で
に
、
親
を
捨

て
る
話
が
出
て
く
る
」

　
こ
の
後
、
中
村
議
長
は
、
『
往
生
要
集
』
に
書

か
れ
て
い
る
、
臨
終
の
病
人
に
対
す
る
看
護
の

講
演
す
る
中
村
元
議
長

あ
り
方
を
紹
介
し
、
最
後
は
次
の
よ
う
に
し
め

く
く
っ
た
。

　
「
老
い
る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
な

も
の
だ
が
、
仏
教
は
そ
れ
に
対
し
て
様
々
な
言

葉
を
残
し
て
お
り
、
今
日
の
諸
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」

　
　
〈
意
見
勢
望
〉

　
最
初
に
立
っ
た
早
川
一
光
氏
（
京
都
・
堀
川

病
院
長
）
は
、
ユ
：
モ
ア
あ
ふ
れ
る
関
西
弁
で

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。

　
「
私
が
い
つ
も
接
し
て
い
る
西
陣
の
老
人
は
、

年
を
と
っ
て
も
、
一
本
つ
つ
帯
を
織
っ
て
い
く

な
か
に
最
大
の
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
。
病

気
に
な
っ
た
場
合
、
苦
痛
を
訴
え
ら
れ
れ
ば
私

の
出
番
だ
が
、
不
安
を
訴
え
ら
れ
た
ら
、
皆
さ

　
　
　
　
熱
心
に
聴
講
す
る
人
た
ち

ん
宗
教
家
の
出
番
な
の
で
は
な
い
か
。
死
に
臨

ん
だ
時
に
、
僧
侶
が
そ
こ
に
立
ち
合
わ
’
な
い
の

は
お
か
し
い
。
医
者
は
、
命
を
救
え
て
も
、
人

，
間
は
救
え
な
い
の
だ
か
ら
」

　
次
に
こ
の
会
議
の
副
議
長
で
も
あ
る
奈
良
康

明
師
（
駒
沢
大
学
副
学
長
）
が
意
見
を
発
題
。

　
「
核
家
族
の
閉
鎖
性
が
、
今
日
の
老
人
問
題

の
背
景
に
あ
る
。
福
祉
施
設
の
充
実
が
、
新
し

い
ウ
バ
捨
て
山
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
一
面
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
代
．
は
、
若
さ

が
老
を
力
で
支
配
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
」

　
　
〈
討
議
〉

　
午
後
か
ら
の
討
議
で
は
、
老
人
の
生
き
が
い

に
つ
い
て
、
老
苦
の
定
義
、
ぽ
っ
く
り
信
仰
の

是
非
等
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
。

　
「
苦
に
は
身
体
的
な
も
の
と
精
神
的
な
も
の
馳

が
あ
る
が
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
老
苦
は
、
そ
う

し
た
も
の
で
な
く
、
実
存
的
な
苦
で
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
」
（
佐
伯
真
光
相
模
工
大
教
授
）

　
「
か
つ
て
妙
好
人
の
取
材
で
出
会
っ
た
老
人

た
ち
は
、
真
に
安
心
を
得
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
救
い
と
い
う
も
の
が
結
局
、
自
分
の

は
か
ら
い
で
は
な
く
、
仏
の
側
か
ら
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
時
の
心
境
だ
と
思
わ

れ
る
」
（
金
光
寿
郎
N
H
K
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
「
病
気
の
老
人
に
対
す
る
僧
侶
の
役
割
り
は
、

臨
終
に
立
ち
合
う
こ
と
も
大
切
だ
が
、
ま
だ
元

気
な
う
ち
に
、
生
き
る
喜
び
と
な
る
よ
う
仏
の

教
え
を
説
く
こ
と
の
方
が
、
よ
り
重
要
だ
」

（
花
山
勝
友
武
蔵
野
女
子
大
教
授
）

　
　
〈
閉
会
式
V

　
午
後
四
時
、
〈
老
〉
に
対
す
る
仏
教
界
へ
の
多

く
の
課
題
を
残
し
て
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
討
議

は
終
了
し
た
。
最
後
に
川
井
国
際
文
化
局
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

荷
教
か
ら
学
ぶ
講
座
開
催

〈
仏
教
が
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
か
ら
学
ぶ
こ
と
V

と
題
す
る
講
座
が
、
左
記
の
要
領
で
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
は
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
主
要

ホ
テ
ル
の
客
室
に
「
仏
教
聖
典
」
を
寄
贈
し
て

い
る
、
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
の
主
催
に
よ

る
も
の
。

　
同
協
会
で
は
、
各
宗
派
で
現
在
、
布
教
を
実

践
し
て
い
る
人
、
ま
た
こ
れ
か
ら
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
特
に
若
い
仏
教
徒
が
、
一
人
で
も
多

．
く
参
加
す
る
よ
う
、
広
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

日
時
　
十
二
月
二
日
午
前
十
一
時
一

　
　
　
十
二
月
三
日
午
前
九
時
～

会
場

演
題

人対
員象
　
な
お
、

教
会
で
も
、

わ
せ
、

う
そ
。

仏
教
伝
道
協
会
（
東
京
都
港
区
芝
四
－

三
一
一
四
、
〇
三
－
四
五
五
－
五
八
五

こ門
脇
佳
吉
「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
伝

道
」
、
高
柳
俊
一
「
キ
リ
ス
ト
教
伝
道

史
の
神
学
的
反
省
」
、
そ
の
他

仏
教
に
学
び
伝
道
を
志
す
者

一
五
〇
人

　
こ
の
講
座
に
対
し
て
は
、
9
全
日
本
仏

　
　
後
援
し
て
い
る
。
詳
し
い
問
い
合

申
し
込
み
等
は
、
仏
教
伝
道
協
会
へ
ど

一3一
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自
民
党
の
両
調
査
会
へ

税
制
改
正
で
要
望
書

　
各
地
で
、
税
務
当
局
の
宗
教
法
人
に
対
す
る

調
査
・
指
導
が
活
発
な
折
、
全
仏
で
は
左
記
の

よ
う
な
要
望
書
を
、
去
る
九
月
下
旬
、
理
事
長

本
多
賢
純
・
税
務
委
貝
会
委
員
長
鈴
木
霊
孝
名

で
、
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
・
税
制
調
査
会

あ
て
に
提
出
し
た
。

　
　
《
要
望
書
〉

　
昭
和
五
十
九
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
た

り
、
本
会
は
左
記
の
点
を
要
望
致
し
ま
す
。
格

段
の
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
記

　
政
府
税
制
調
査
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
来
年

度
の
税
制
改
正
に
伴
い
公
益
法
人
に
対
し

　
一
、
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の

拡
大
　
二
、
公
益
法
人
本
来
の
事
業
に
よ
る
収
益
の

金
融
資
産
収
入
に
対
す
る
課
税
の
検
討

　
三
、
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す
る

法
人
税
率
の
引
き
上
げ

　
等
が
審
議
さ
れ
て
い
る
や
に
聞
き
及
ん
で
お

り
ま
す
。
宗
教
法
人
の
立
場
か
ら
、
左
記
理
由

に
よ
り
こ
れ
ら
の
増
税
案
は
絶
体
に
納
得
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
政
府
自
民
党
、
並
び
に
税
制
調
査
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
慎
重
に
ご
審
議
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
宗
教
法
人
法
第
六
条
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、

宗
教
法
人
が
営
む
収
益
事
業
は
本
来
、
営
利
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
法
人
の
活

動
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
ま

す
。　
近
来
、
社
会
に
お
け
る
精
神
文
化
の
低
迷
は
、

私
共
宗
教
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
側
と
し
て
等
し

く
痛
責
を
感
じ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
と
同

時
に
、
生
命
の
尊
厳
、
人
道
の
尊
重
は
活
発
な

宗
教
活
動
の
活
性
化
に
あ
る
と
認
識
致
し
て
お

り
ま
す
。

　
財
源
の
確
保
は
、
一
般
企
業
も
同
等
と
は
申

せ
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
宗
教
法
人
に
お
き

ま
し
て
は
充
分
な
る
宗
教
活
動
の
要
因
で
あ
る

こ
と
は
申
す
に
及
び
ま
せ
ん
。

　
今
回
審
議
中
の
公
益
法
人
に
対
す
る
税
制
改

正
に
当
り
、
特
に
宗
教
法
人
に
お
き
ま
し
て
は
、

宗
教
法
人
法
第
七
十
九
条
の
制
約
も
あ
り
、
宗

教
法
人
の
活
動
を
妨
げ
る
よ
う
な
増
税
と
な
ら

ぬ
よ
う
、
慎
重
な
審
議
を
賜
り
た
く
特
に
要
望

致
し
ま
す
。

理
　
由

山
陰
義
援
金

　
豪
雨
被
災
地
へ
送
る

　
去
る
七
月
下
旬
、
山
陰
地
方
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
に
対
し
、
救
援
物
資
の
募
集
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
通
り
多
額
の
義
援
金

を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
鳥
取
県
仏
教
．

会
及
び
、
山
口
市
仏
教
団
を
通
し
て
被
災
地
の

方
々
へ
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

繍㎝

?
o
脚

覧
穿
寺
藤
搬
企
．
団

欝
欝
理
鰍

　
　
　
善
高
真
静
真
孝

30，000

30，000

50，000

100，000

10，000

50，000

30，000

60，000

20，000

30，000

10，000

15，000

30，000

50，000

岡山県仏教会

群馬県仏教会

法隆寺寺務所

念法真教教団
浄土宗西山深草派

和歌山県仏二会

浅　　草　　寺

妙見宗宗務本庁

真言宗須磨寺派

真言宗大覚寺派

黄三三大本山萬福寺

東京ブディストクラブ

新義真言宗宗務所

沖縄県仏教会

くしろそよ、
つ
ど

全日本仏教会義援金募集中
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同
宗
連
主
催
に
よ
る
第
四
回
同
和
研
修
会

は
、
去
る
十
月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
奈
良

県
橿
原
市
と
奈
良
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。　
仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
の
各
団
体
か

ら
関
係
者
八
十
余
名
が
出
席
、
講
師
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
十
三
日
午
後
一
時
に
、
第
一
会
場
で
あ
る

橿
原
市
大
久
保
町
の
大
久
保
隣
保
館
に
お
い

て
、
事
務
局
よ
り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、

研
修
会
が
始
ま
っ
た
。

　
初
め
に
、
同
宗
連
議
長
の
木
越
樹
師
か
ら
、

差
別
解
消
の
幅
広
い
運
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

宗
教
者
と
し
て
努
力
す
べ
き
旨
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
今
回
の
講
師
で
も
あ
る
部
落
解

放
同
盟
奈
良
県
連
執
行
委
貝
の
辻
本
正
教
氏
、

最
後
に
当
会
場
の
館
長
の
挨
拶
で
、
開
会
式

を
終
了
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
、
蓮
池
瑞
旭
企
画
部
長
か
ら
、

二
日
間
に
わ
た
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　
一
時
四
十
分
、
辻
本
正
教
氏
が
、
「
旧
洞
部

落
の
歴
史
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

テ
キ
ス
ト
と
ス
ラ
イ
ド
を
併
用
し
な
が
ら
、

約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
辻
本
氏
は
、
か
つ
て
畝
傍
山
の
中
腹
か
ら

山
麓
に
か
け
て
存
在
し
た
洞
部
落
二
百
八
戸

が
、
幕
末
に
造
ら
れ
た
．
神
武
天
皇
陵
の
そ
ば

に
位
置
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
理

由
か
ら
、
大
正
八
年
に
部
落
全
体
が
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
経
緯
を
歴
史
的
に
述
べ
る

と
と
も
に
、
当
時
の
移
転
が
い
か
に
困
難
か

つ
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
資
料
を
も

と
に
説
明
し
た
。

　
更
に
同
氏
の
案
内
で
、
徒
歩
に
て
約
】
キ

ロ
離
れ
た
旧
部
落
跡
の
現
地
研
修
を
行
っ
た
。

　
旧
洞
部
落
と
思
わ
れ
る
地
域
は
、
雑
草
と

灌
と
で
覆
わ
れ
て
い
て
、
当
時
の
様
子
は
、

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
み
う
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

　
三
時
半
、
辻
本
氏
に
礼
を
述
べ
、
か
つ
て

万
葉
人
か
ら
愛
さ
れ
た
こ
の
美
し
い
畝
傍
山

を
あ
と
に
、
バ
ス
で
第
二
会
場
の
奈
良
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
へ
と
向
つ
た
。

　
夕
食
後
、
七
時
か
ら
木
越
師
、
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
連
盟
の
石
居
光
夫
師
、
並
び
に
蓮
池

師
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
人
権
問
題
に
関
す
る
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
主
事
の
蔵
田
雅
彦
氏

の
「
人
権
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
義

が
始
ま
っ
た
。

　
同
氏
は
、
経
済
の
発
展
が
新
た
な
差
別
を

生
み
だ
す
こ
と
を
論
ず
る
一
方
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
、
被
差
別
者
ど
う
し
が
国
家
を
超

え
て
協
力
し
あ
い
、
人
権
問
題
に
対
処
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
や
が
て
彼
等
の
力

が
世
界
平
和
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
で
あ
ろ

う
と
断
言
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
あ
と
、
午
後
九
時
か
ら
二
日

目
の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
こ
う
し
て

生
き
て
き
た
」
の
自
主
学
習
に
入
り
、
十
時

に
就
寝
、
第
一
日
目
を
終
了
。

　
翌
二
日
目
は
、
午
前
九
時
に
「
こ
う
し
て

生
き
て
き
た
1
古
老
の
き
き
と
り
」
と
題

し
て
、
奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
々
長
・
東

浦
久
治
氏
の
講
義
が
開
始
さ
れ
た
。

　
講
義
は
、
テ
キ
ス
ト
の
編
集
に
ま
つ
わ
る

苦
労
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
い
や
が
る
古
老
の
口
か
ら
む
り
や
り
聞
き

出
し
た
と
い
う
差
別
の
体
験
談
は
、
そ
れ
だ

け
に
悲
痛
な
も
の
で
あ
り
、
同
テ
キ
ス
ト
に

は
そ
の
よ
う
な
体
験
談
が
、
百
五
十
例
に
も

わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
同
氏
は
、
”
部
落
差
別
の
現
実
か
ら

学
ぶ
”
と
の
考
え
か
ら
、
近
頃
さ
か
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
現
地
研
修
の
在
り
方
に
苦
言
を

呈
す
る
と
と
も
に
、
同
和
問
題
は
、
差
別
さ

れ
る
側
の
立
場
で
学
ば
な
け
れ
ば
解
消
さ
れ

な
い
こ
と
を
力
説
し
て
、
講
義
を
終
え
た
。

　
し
か
し
、
事
務
局
の
要
請
に
よ
り
、
再
度

講
義
を
依
頼
、
快
く
応
じ
て
く
れ
た
東
浦
氏

は
、
現
在
お
き
て
い
る
差
別
事
件
の
概
容
を

説
明
し
、
差
別
の
原
因
が
い
か
に
社
会
環
境

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
指
摘
し
て
話

を
結
ん
だ
。

　
温
顔
な
表
情
が
時
た
ま
険
し
く
な
り
な
が

ら
の
同
氏
の
講
義
は
、
今
更
な
が
ら
差
別
の

根
源
の
深
さ
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
十
一
時
よ
り
、
直
ち
に
閉
会
式
、
研
修
会

の
成
果
を
実
社
会
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
の

黒
山
秀
行
同
宗
連
副
議
長
の
挨
拶
、
続
い
て

事
務
局
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
二
日
間
に
わ
た

る
研
修
会
の
日
程
を
全
部
終
了
し
た
。

　
　
　
　
（
時
局
対
策
部
長
　
剛
山
浩
義
）

α◎

　㎜聯…………
α口q口

　
α◎倒◎

　
α◎

　
α口

昭
和
5
9
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
順
当
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
貝
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
価
五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
i

　
　
　
　
四
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
耳

漏

一
；
；
；
’
L
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駆
鑛
蠣
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護
齢
姿
鱗
馨

回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川
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【
質
問
】
拙
寺
で
は
本
堂
改
築
に
と
も
な
っ

て
、
境
内
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
境
内
に
隣
接
し
て
い
る
私
（
住
職
）

個
人
の
土
地
、
な
ら
び
に
以
前
か
ら
寄
進
を

申
し
こ
ま
れ
て
い
た
檀
家
の
土
地
（
境
内
地

に
は
隣
接
し
て
い
な
い
）
を
、
宗
教
法
人
の

土
地
へ
名
義
変
更
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
際
、
心
配
な
の
が
税
金
で
す
。
土
地
を
贈

る
と
、
双
方
に
課
税
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。
（
埼
玉
A
住
職
）

【
回
答
】
個
人
が
宗
教
法
人
に
土
地
や
建
物

等
を
贈
与
し
た
場
合
に
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
　
一
つ
は
、

贈
与
者
個
人
に
「
み
な
し
譲
渡
所
得
」
が
か

か
ら
な
い
か
ど
う
か
で
す
。
二
つ
め
は
贈
与

さ
れ
た
宗
教
法
人
に
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い

か
ど
う
か
で
す
。
順
次
述
べ
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
上
、
そ
し
て
、
そ
の
二
倍
以
上
で
構
成
す
る

　
個
人
が
土
地
等
を
宗
教
法
人
に
贈
与
す
る
　
　
総
代
会
を
設
け
た
り
、
監
事
は
二
名
以
上
設

と
（
低
い
価
額
で
譲
渡
す
る
場
合
も
同
じ
で
　
　
け
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
卜

す
が
）
、
個
人
に
対
し
て
、
宗
教
法
人
に
時
価
　
　
与
し
た
個
人
と
親
族
な
ど
特
別
な
関
係
の
あ

で
売
却
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
譲
渡
所
得
　
　
る
者
が
、
責
任
役
員
、
総
代
、
監
事
の
三
分

税
が
課
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
　
　
の
一
を
占
め
な
い
こ
と
、
一
定
の
決
定
事
項

政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
国
　
　
は
、
責
任
役
員
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
、

税
庁
長
官
が
認
め
れ
ば
、
「
み
な
し
譲
渡
所
得
　
　
そ
の
三
分
の
二
以
上
の
議
決
を
要
す
る
こ
と

税
」
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
右
の
要
件
は
非
常
　
　
等
と
い
っ
た
寺
院
規
則
に
な
っ
て
い
る
ご
と

に
複
雑
で
す
が
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
宗
　
　
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
具
備
す
る

教
法
人
に
お
い
て
贈
与
さ
れ
た
土
地
等
が
、
　
　
こ
と
に
よ
っ
て
、
贈
与
の
あ
っ
た
日
か
ら
三

宗
教
法
人
の
活
動
に
、
よ
り
文
化
の
向
上
、
　
　
月
以
内
に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
を
と
お

社
会
福
祉
へ
の
貢
献
そ
の
他
公
益
の
増
進
に
　
　
し
て
国
税
庁
長
官
に
提
出
し
て
承
認
し
て
も

　　

@　
y
地
を
寺
へ
寄
進
し
た
い
が
…

寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
著
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
や
相
続
税
（
贈
与
税
）
を

不
当
に
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
運
営
組
織
等
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
誤
解
を

お
そ
れ
な
い
で
一
言
で
い
え
ば
、
宗
教
法
人

が
住
職
な
ど
の
一
族
支
配
が
可
能
な
よ
う
な

寺
院
規
則
で
は
免
除
が
う
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
詳
し
く
は
字
数
の
関
係
で
述

べ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
税
理
士
等
に
御
相
談

下
さ
い
。

　
御
宗
門
に
よ
っ
て
は
大
型
規
則
な
ど
と
称

し
て
、
宗
規
集
な
ど
に
ひ
な
型
が
載
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
責
任
役
員
の
数
は
六
名
以

ら
う
わ
け
で
す
。

　
つ
ぎ
に
贈
与
税
と
は
個
人
が
個
人
に
財
産

を
贈
与
し
た
場
合
に
、
贈
与
さ
れ
た
人
に
課

さ
れ
る
税
金
で
す
か
ら
、
宗
教
法
人
に
は
直

接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
原
則
で
す
が
、

宗
教
法
人
に
贈
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
贈

与
を
し
た
人
、
あ
る
い
は
そ
の
親
族
そ
の
他

特
別
な
関
係
の
あ
る
人
の
相
続
税
（
贈
与
税
）

の
負
担
が
不
当
に
減
少
す
る
結
果
と
な
る
よ

う
な
と
き
は
、
宗
教
法
人
に
対
し
て
も
贈
与

税
が
例
外
的
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
例
外
の
適
用
を
さ
け
る
た
め
に
は
、
前

述
し
た
贈
与
し
た
個
人
に
「
み
な
し
譲
渡
所

得
税
」
が
か
か
ら
な
い
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、

い
く
つ
か
の
要
件
を
備
え
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
詳
し
く
は
税
理
士
等
に
き

い
て
下
さ
い
。

　
こ
の
趣
旨
も
、
前
と
同
じ
く
、
住
職
の
専

横
が
ま
か
り
通
っ
た
り
、
一
族
支
配
が
出
来

る
よ
う
な
機
構
で
す
と
、
そ
の
宗
教
法
人
の

財
産
は
、
住
職
や
、
そ
の
一
族
の
思
い
の
ま

ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
宗
教
法
人
が
贈
与

を
う
け
た
の
に
、
住
職
ら
個
人
が
贈
与
を
う

け
た
と
同
じ
結
果
に
な
る
こ
と
を
お
も
ん
ば

か
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
す
か
ら
、
お
寺
が

贈
与
し
て
も
ら
う
土
地
が
御
住
職
所
有
の
隣

接
地
で
あ
っ
て
も
、
檀
家
所
有
の
飛
び
地
で

あ
っ
て
も
結
論
は
同
じ
こ
と
で
す
。
ま
ず
、

寺
院
規
則
が
、
法
の
要
求
す
る
要
件
を
全
て

具
備
し
て
い
る
か
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
　
一
般
の
寺
院
で
は
、
宗
教
法
人
法
の
要

件
し
か
備
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
寺
院
規
則

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

贈
与
を
う
け
る
土
地
は
公
益
の
増
進
等
に
寄

与
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
そ
の
利
用

を
い
か
に
す
る
か
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
宗
教
法
人
が
、
個
人

か
ら
遺
贈
を
う
け
た
り
、
死
因
贈
与
を
う
け

る
場
合
も
同
様
で
す
し
、
贈
与
税
の
申
告
期

限
ま
た
は
更
正
決
定
の
と
き
ま
で
に
寺
院
規

則
を
変
更
す
れ
ば
よ
い
取
り
扱
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

長
谷
川
先
生
の
無
料
法
律
相
談
室
は
毎
月
第

二
・
第
四
火
曜
日
の
午
後
一
時
～
四
時
で
す
。
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△
信
教
の
自
由
と
は
？

O
日
本
国
憲
法
第
二
十
条
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
「
信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ

を
保
障
す
る
。
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
、
国

か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を

行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式

　
　
　
　
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強

　
　
　
　
制
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
③
国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教

　
　
　
　
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動

　
　
　
　
も
し
て
は
な
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
一
読
し
て
憲
法
制
定
の
当
時
国

　
　
　
　
家
神
道
と
も
い
え
る
形
で
特
別
の

　
　
　
　
保
護
を
受
け
て
い
た
神
道
に
対
す

　
3
　
　
る
制
限
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す

．
，
，
　
　
る
布
教
の
自
由
を
謳
う
の
に
急
な

　
　
　
　
事
情
が
看
取
出
来
る
。
信
教
を
キ

　
　
　
　
リ
ス
ト
教
に
、
宗
教
を
神
道
と
い

　
　
　
　
う
文
字
に
置
き
か
え
て
み
れ
ば
更

　
　
　
　
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
の
日
本
国
憲
法
の
影
響
を
強
く
受

け
た
の
は
神
道
ば
か
り
で
は
な
く
、
仏
教
も

一
か
ら
げ
に
宗
教
の
名
の
下
に
全
て
の
公
の

場
か
ら
締
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
以
来
仏
教
を
目
の
か
た
き
に
し
て

来
た
と
い
う
よ
り
宗
教
を
疎
外
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
速
く
西
欧
物
質
文
明
に
追
随
し
よ
う

と
し
た
政
治
家
た
ち
は
、
こ
こ
に
は
っ
き
り

と
「
宗
教
教
育
」
と
い
う
文
字
を
掲
げ
て
、

自
分
た
ち
が
殆
ん
ど
全
て
を
に
ぎ
っ
て
い
る

初
等
・
中
等
・
高
等
普
通
教
育
か
ら
宗
教
を
し

め
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
教
育

家
の
側
も
民
主
教
育
の
美
名
の
下
に
そ
れ
を

大
歓
迎
し
て
戦
後
の
三
十
余
年
が
過
ぎ
た
。

　
そ
し
て
少
年
非
行
、
登
校
拒
否
、
学
内
暴

力
等
々
、
戦
前
に
は
き
い
た
こ
と
も
な
い
事

態
に
右
往
左
往
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、

誰
も
宗
教
、
と
り
わ
け
日
本
人
の
こ
こ
ろ
を

培
っ
て
来
た
仏
教
を
わ
れ
関
せ
ず
と
締
出
し

て
し
ま
っ
た
影
響
に
気
付
か
な
い
の
か
、
気

付
か
な
い
ふ
り
を
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
中
国
は
昨
年
十
二
月
四
日
に
「
中
華
人
民

共
和
国
憲
法
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
第
三
六

条
は
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
規
定
で
あ
る

が
、
そ
の
条
文
は
国
家
機
関
等
が
信
仰
、
不

信
仰
を
強
制
し
て
は
な
ら
ず
、
信
仰
の
有
無

に
よ
っ
て
公
民
を
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と

述
べ
た
後
に
「
国
家
は
、
正
常
な
宗
教
活
動

を
保
護
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
が
宗

教
に
対
し
て
ど
ん
な
政
策
を
取
り
、
ど
ん
な

影
響
が
あ
っ
た
か
は
よ
く
人
の
知
る
処
で
あ

ろ
う
。
だ
が
中
国
は
逸
早
く
反
省
し
、
い
わ

ば
冷
た
か
っ
た
宗
教
政
策
を
転
換
し
て
憲
法

を
改
正
し
た
。
そ
の
蔭
に
仏
教
を
支
え
る
有

力
者
た
ち
の
日
夜
の
努
力
の
あ
っ
た
こ
と
も

ま
た
人
の
知
る
処
で
あ
る
。
信
教
自
由
の
美

名
の
下
に
日
本
だ
け
が
い
つ
ま
で
も
無
宗
教
、

反
宗
教
の
政
策
に
溺
れ
て
い
て
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

…叢p
…
…

i
藩
i

　　　　　　　　　　な

中村元・武藤義一・雲井昭善・佐伯真光・中村尚志・花山勝友・山折哲雄

全日本仏教会／国際仏教交流センター編

現場の医師と第一線の仏教者との歯に衣を着せぬ大　　　　　　　　■定価980円

　　討論！原始仏教の死生観や『往生雲集』にみる日本

　　　人の死生観を基調にして、いま大きな社会問題になつ

　　　　　ている安楽死、がん告知、脳死の是非、ホスピス運

　　　　　　　動など現実の諸問題にどう仏教者は取組むべきか、死

四六判252ページ．

者を弔うとともに病めるひとびとに励ましと慰めを

　与えるのが、仏教者の本務ではないか、等々一50

　　　年鑑を目ざして仏教者に社会的行動を呼びかける。

＊本書は当会文化部でも取扱っております。是非文化部

あてお申込み下さい。（代金後払い、送料当方負担）
〒102
東京都千代田区三番町5
振替・東京8－29639

●
現
代
の
病
め
る
心
に
う
る
お
い
を
与
え
る
待
望
の
シ
り
ー
ズ
■
定
価
各
1
、
8
0
0
円

畑
　　

ｧ
の
美
と
心
珊
①
観
音
礼
讃
　
好
評
発
売
中
⑪
経
典
の
荘
厳
　
　
8
月
刊
行

　
　
シ
り
し
ズ
　
全
⑪
浄
土
へ
の
憧
れ
好
評
発
売
中
⑰
密
教
と
聖
な
る
山
H
月
刊
行
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蝕
ク
ラ
ス
で
優
勝
戦

　
奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
加
盟
団
体
に
所
属
す

る
方
々
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
〈
全
日
本

仏
教
囲
碁
大
会
〉
を
左
記
の
通
り
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
A
（
五
段
以
上
）

B
（
三
・
四
段
）
、
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
初
段

以
下
）
、
E
（
五
級
以
下
）
の
ク
ラ
ス
を
選
ん
で

全
仏
文
化
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
各
ク

ラ
ス
の
優
勝
者
に
は
、
A
1
会
長
杯
、
B
一
理

事
長
杯
、
C
一
事
務
総
長
杯
、
D
I
国
際
文
化

局
長
杯
、
E
l
文
化
部
長
杯
の
カ
ッ
プ
を
贈
っ

て
栄
誉
を
た
た
え
ま
す
。
ま
た
参
加
者
全
員
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
は
じ
め
て
の
試
み
で
す
の
で
、
事
務
局
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時

会
　
　
場

参
加
資
格

参
加
費

競
技
方
法

懇
親
会

申
込
締
切

十
九
日

昭
和
五
十
九
年
二
月
七
日
十
時

日
本
棋
院
（
東
京
・
市
が
谷
）

全
仏
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

一
万
円
（
懇
親
会
費
を
含
む
）

オ
ー
ル
互
先
、
手
合
時
計
使
用
、

持
ち
時
間
四
〇
分
、
時
間
切
れ

負
け
大
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
兼
ね

て
行
う

昭
和
五
十
九
年
一
月
二
〇
日

＝ス?
ｱ
夏
載
量
　
｛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
月
）
1

　
三
日
　
囲
碁
大
会
準
備
会

　
三
～
六
日
　
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
出
席

　
五
日
　
御
室
派
管
長
晋
山
式
出
席

十
一
日
　
埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
出
席

　
　
　
法
律
相
談
室

十
二
日
　
財
務
担
当
者
会
議
（
関
西
）

　
　
　
税
務
小
委
貝
会

十
四
日
　
全
仏
大
会
幹
事
会

十
八
日
　
浅
草
寺
晋
山
式
出
席

　
　
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行

十十十十
六五四一
日日日日

二
＋
七
～
八
日

二
＋
九
日

三
＋
一
日

財
務
担
当
者
会
議
（
関
東
）

高
野
山
真
言
宗
糾
弾
会
出
席

同
和
委
員
会

日
本
仏
教
文
化
会
議

局
内
会
議

法
律
相
談
室

都
道
府
四
仏
代
表
者
会
議

智
山
派
管
長
晋
山
式
出
席

　
　
全
日
本
仏
教
徒
会
議

大
阪
府
仏
教
徒
大
会

長
野
県
仏
教
徒
大
会

事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会

発
行
人

仏教の叡智を現代にとりもどす

フィクス
ラ
、
智
7
1

現代を生きる仏教グ

こ
う
が

ゆ季
刊

〈
推
薦
〉
全
日
本
仏
教
会

簿∫

国「仏陀」・……・・……・…・・…一瀬戸内寂聴

図解「日本仏教の系統樹」
書にみる祖師像「最澄」……・…………・・…龍田山

花つれづれ………………・・…………・…青山俊董

ヒューマンドキュメント「主婦として曼茶引絵
師として」∴……………………………安達原画

●アスペクト
〔舞Pray〕仏像を想わせるシャクティの舞ほか
〔旅Discover〕／〔創Science〕／〔祭Folks〕……

　・・………………・…カラー写真による異色ルポ

魏騨翻i鰻響讐群響醗響饗1

囲箏諾期者籠纏懇照濃1（代

　
本
仏
教
会
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11月7日
　　　　　創刊

　　　創刊号の内容

永遠のことば……ニ…・………・………大庭みな子

「恒河」インタビュー・・………………………・……

・・………………・…
ﾂ　舜臣「曼陀羅の人」を語る

フォト・エッセイ………稲越功一・室生寺を撮る
「恒河」の窓・・…………・・…・……………・水上　勉

三選獲難灘凝“
撫鐸懲i可欝晦．騨
　　攣誕　　　ヒ＿翔
亀　　　〆　　ヴへ　・　葦ぢ
螢　　　必　　黙

●対談＝中村元vs森嘉蔵／司会＝奈良康明
　　　　　　　「私のなかのブッダとキリスト」

●対論＝梅原猛vs山本七二
　　　　　「人間としてみたブッダとキリスト」

　ほかエッセイ／現代の視点「現代人のこころ
　の病い」秋山さと子／読書徹底ガイド／博物

　誌「菩提樹」佐々木宏幹

●お求めば最寄りの書店で

矢
　
萩
　
信
　
顕

随
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日
本
　
仏
教
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四
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